
（36）    ニッキンレポート・    2024 年７月１日                                       （第三種郵便物承認）

ニッキンレポート掲載索引

（2024 年１～６月・第 1818 号～第 1842 号）

＜ 経 営 情 報 ＞①
資　料 ・ 企　画　名 時点 号 発行日 頁

◇臨時従業員比率（全国銀行） 2023年９月末 1825 2/19 23～33

◇信金の渉外人員比率ランキング（上位100金庫） 2024年３月末 1839 6/3 40～41

◇振込手数料①（地銀） 2024年１月 1821 1/22 27～35

◇振込手数料②（大手行等、第二地銀） 2024年１月 1822 1/29 25～33

◇手数料新設・改定 2024年１～６月 1825 2/19 37

◇手数料新設・改定 2024年２～７月 1826 2/26 37

◇手数料新設・改定 2024年２～３月 1827 3/4 41

◇手数料新設・改定 2024年３～４月 1828 3/11 45

◇大手信金の現金取扱手数料 2024年４月 1833 4/15 20～30

◇手数料新設・改定 2024年３～４月 1833 4/15 36～37

◇大手信金の両替機両替手数料 2024年４月 1834 4/22 36～46

◇手数料新設・改定・短プラ改定状況 2024年３～４月 1835 4/29 37

◇手数料新設・改定 2024年４～７月 1842 6/24 42

◇償還迎える10年もの個人向け国債

（地域銀行、大手信金・信組）
2014年発行分 1819 1/8 18～26

◇償還迎える３年、５年もの個人向け国債

（地域銀行、大手信金・信組）
2024年償還分 1820 1/15 14～24

◇国債など公共債の預かり資産残高

（地域銀等、大手信金・信組）
2024年３月末 1835 4/29 ４～10

◇個人向け国債販売実績（地域銀等、大手信金・信組） 2023年度下期 1836 5/13 ４～23

◇マイカーローン・キャンペーン（地域銀行） 2024年１月 1824 2/12 18～30

◇教育・学資ローンキャンペーン（地域銀行） 2024年２月 1826 2/26 20～34

◇口座開設・給与振込キャンペーン（全国銀行） 2024年３月 1830 3/25 30～42

◇2024年　金融機関の動き「周年」と「経営計画」 1818 1/1 ４～８

◇信用保証協会別の保証実績 2023年４～９月 1818 1/1 34～36

◇定期預金金利の改定状況 2024年１月９日 1820 1/15 34～38

◇金融機関別の信保協保証実績 2023年４～９月 1821 1/22 ４～17

◇地域銀73行・グループの株価騰落率とＰＢＲ 2023年12月末 1821 1/22 21～25

◇金融機関別のセーフティネット保証等実績 2023年４～９月 1822 1/29 34～47

◇金融機関別の創業支援保証等実績 2023年４～９月 1823 2/5 30～43

◇銀行の大株主の状況（地域銀行） 2023年９月末 1825 2/19 15～22

◇銀行のＳＮＳ活用状況（全国銀行） 2024年２月 1827 3/4 15～23

◇大手損保４社の銀行株式保有状況 2023年９月末 1829 3/18 22～23

◇金融機関の新設・合併 2024年度以降 1831 4/1 ４～６

◇株主優待・優遇制度の状況（全国銀行） 2024年３月 1831 4/1 30～41

◇金融機関の債務格付け状況 2024年４月１日 1832 4/8 ４～11

◇相続定期の取扱状況（地域銀行） 2024年４月 1832 4/8 32～37

◇住宅ローン金利優遇概要（全国銀行） 2024年４月 1834 4/22 ４～27

◇地域銀行の新経営計画概要➀ 2024年度開始分 1835 4/29 16～34

◇金融機関店舗の開設・廃止状況 2023年度 1836 5/13 28～31

◇店舗内店舗の設置状況 2023年度 1839 6/3 33～38

＜人事関連＞

＜公共債等の販売実績等＞

＜キャンペーン実施状況＞

＜各種手数料＞

＜特別調査＞



（第三種郵便物承認）                       ニッキンレポート・    2024 年７月１日 （37）

ニッキンレポート掲載索引

（2024 年１～６月・第 1818 号～第 1842 号）

テーマ ペンネーム 号 発行日 頁

仮想通貨からデジタル通貨へ 一隅照 1818 1/1 3

マイナス金利撤廃後の姿　～多角的レビューを参考に～ 利己栗鼠 1819 1/8 3

リフレ派よ、さようなら 好倫 1820 1/15 3

首都直下地震の減災対策は中枢機能の地方分散化 令和室町人 1821 1/22 3

求められる「経営に資する監査」の実践 正太郎 1822 1/29 3

細長い虫食いの国 獅子眼 1823 2/5 3

新しい貸出ビジネスの開発に必要なもの 虎児 1824 2/12 3

2024年の世界経済の行方 大熊猫 1825 2/19 3

相場の大転換と資産運用業界のネクストステップ 未来 1826 2/26 3

物価と賃金の好循環を考える 一稿入魂 1827 3/4 3

新陳代謝の促進で産業構造転換の好機をつかめ 真実一路 1828 3/11 3

ポストＳＤＧｓの世界に備える エル・サント 1829 3/18 3

ＡＩを身近なものにしたＣｈａｔＧＰＴ 一隅照 1830 3/25 3

マイナス金利撤廃し、日銀当預は超過準備付利に 付利井恋 1831 4/1 3

日本の株価、バブル期最高値更新後の展望 好倫 1832 4/8 3

サステナビリティとレジリエンス 令和室町人 1833 4/15 3

国際社会に常勤監査役を許容してもらうには 正太郎 1834 4/22 3

ギミック 獅子眼 1835 4/29 3

組織におけるインプットとアウトプット 虎児 1836 5/13 3

ＦＲＢ利下げをも妨げる米国財政赤字の拡大 大熊猫 1837 5/20 3

投資イデオロギーの多様性とＥＳＧ 未来 1838 5/27 3

目線を下げてみよう 一稿入魂 1839 6/3 3

強い経済復活で強い円を創る 真実一路 1840 6/10 3

金融経済教育で貧困を克服 抗空気 1841 6/17 3

自動車の認証不正 一隅照 1842 6/24 3

＜ 決 算 分 析 ＞①
資　料 ・ 企　画　名 時点 号 発行日 頁

［2023年４～９月期決算概況］

⑥大手信金・信組 2023年４～９月期 1818 1/1 14～23

［2023年４～12月期決算概況］

①大手行等 2023年４～12月期 1825 2/19 ４～８

②地銀 2023年４～12月期 1826 2/26 ４～17

③第二地銀 2023年４～12月期 1827 3/4 ４～11

④新設銀など・ゆうちょ銀 2023年４～12月期 1828 3/11 ４～５

［2024年３月期決算概況］

①大手行等 2024年３月期 1838 5/27 32～40

②地銀 2024年３月期 1839 6/3 ４～20

③第二地銀 2024年３月期 1840 6/10 ４～19

④ゆうちょ銀、新設銀など 2024年３月期 1841 6/17 24～27

＜決算概況＞

巻頭コラム＜『展望』＞

＜ 経 営 情 報 ＞②
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ニッキンレポート掲載索引

（2024 年１～６月・第 1818 号～第 1842 号）

＜ 決 算 分 析 ＞②

資　料 ・ 企　画　名 調査時点 号 発行日 頁

◇預金残高に対する預かり資産残高比率

（全国銀行、大手信金・信組）
2023年９月末 1823 2/5 ５～25

◇定期預金の残存期間別残高・構成比（全国銀行） 2023年９月末 1827 3/4 24～40

◇個人預金残高（全国銀行） 2023年９月末 1829 3/18 41～46

◇預金の種類別平均残高（全国銀行） 2023年４～９月期 1833 4/15 ５～17

◇業種別貸出金残高・構成比（全国銀行） 2023年９月末 1819 1/8 28～44

◇不良債権の状況（全国銀行） 2023年９月末 1820 1/15 26～33

◇農業、林業向け貸出金残高・構成比（全国銀行） 2023年９月末 1822 1/29 48～49

◇電気・ガス・熱供給・水道業向け貸出金残高・構成比（全国銀行） 2023年９月末 1823 2/5 44～45

◇大手信金の業種別貸出金残高・構成比 2023年９月末 1824 2/12 ５～11

◇業種別不良債権残高・比率（全国銀行） 2023年９月末 1824 2/12 31～43

◇中小企業等貸出金残高・比率（全国銀行） 2023年９月末 1828 3/11 11～21

◇退職者向け資産運用プラン（全国銀行） 2024年３月 1828 3/11 23～37

◇貸出金の残存期間別残高・構成比（全国銀行） 2023年９月末 1829 3/18 25～40

◇貸出金の担保別残高・構成比（全国銀行） 2023年９月末 1830 3/25 ５～20

◇与信費用比率（全国銀行） 2023年４～９月期 1830 3/25 24～29

◇貸出金の残存期間別変動金利貸出金比率（全国銀行） 2023年９月末 1831 4/1 ７～12

◇変動金利貸出金の残存期間別残高・構成比（全国銀行） 2023年９月末 1831 4/1 13～28

◇貸出金に対する信保協保証債務残高の割合（全国銀行） 2023年４～９月 1834 4/22 30～35

◇当座貸越・コミットメントラインの融資未実行残高

（全国銀行）
2023年９月末 1837 5/20 41～51

◇個人向けローン残高（全国銀行） 2024年３月末 1841 6/17 29～33

◇不良債権の状況（全国銀行） 2024年３月末 1842 6/24 33～40

◇資金運用収益の内訳・構成比（全国銀行） 2023年４～９月期 1821 1/22 36～40

◇役務取引等収益の内訳・構成比（全国銀行） 2023年４～９月期 1822 1/29 ５～19

◇営業経費の内訳（全国銀行） 2023年４～９月期 1833 4/15 31～35

◇自己資本比率（全国銀行） 2023年９月末 1818 1/1 24～32

◇ＯＨＲ（全国銀行） 2023年４～９月期 1819 1/8 12～17

◇ＲＯＥ（全国銀行） 2023年４～９月期 1820 1/15 ４～９

◇地域銀の諸利回り・利ザヤ状況 2024年３月期 1840 6/10 41～46

◇ＯＨＲ（全国銀行） 2024年３月期 1841 6/17 36～41

◇有価証券の種類別残高・構成比（全国銀行） 2023年９月末 1829 3/18 ４～20

◇保有国債の残存期間別残高・構成比（全国銀行） 2023年９月末 1832 4/8 14～30

◇業績予想と進捗率（全国銀行） 2024年３月期 1819 1/8 ４～10

◇業績予想修正① 2024年３月期 1835 4/29 35

◇業績予想修正② 2024年３月期 1836 5/13 39～41

◇業績予想（全国銀行） 2025年３月期 1842 6/24 26～31

＜預金・預かり資産＞

＜有価証券関連＞

＜貸出関連＞

＜収益・利益・経費関係＞

＜経営諸比率＞

＜業績予想・配当額・配当性向＞
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ニッキンレポート掲載索引

（2024 年１～６月・第 1818 号～第 1842 号）

資　料 ・ 企　画　名 時点 号 発行日 頁

1818 1/1 38

1826 2/26 35

2024年２月＝アフラック生命 1830 3/25 21

2024年４月＝アフラック生命 1838 5/27 29

◇生損保窓販手数料収入と終身保険の販売実績（地域銀等、大手信金） 2023年度下期 1837 5/20 ４～14

◇医療・がん保険販売実績（地域銀等、大手信金） 2023年度下期 1837 5/20 21～39

◇個人年金保険販売実績（地域銀等、大手信金） 2023年度下期 1838 5/27 ４～23

◇長期火災保険の販売状況（地域銀等、大手信金） 2023年度下期 1839 6/3 23～32

◇生保窓販売れ筋商品①＜終身保険＞（地域銀等、大手信金） 2023年度下期 1840 6/10 22～39

◇生保窓販売れ筋商品②＜定額個人年金保険＞（地域銀等、大手信金） 2023年度下期 1841 6/17 ４～21

◇生保窓販売れ筋商品③＜変額個人年金保険＞（地域銀等、大手信金） 2023年度下期 1842 6/24 ４～13

◇学資保険・収入保障保険の販売状況（地域銀等、大手信金） 2023年度下期 1842 6/24 17～25

1818 1/1 10～11

1820 1/15 10～11

1821 1/22 18～19

1822 1/29 20～21

1823 2/5 26～27

1824 2/12 13～15

1825 2/19 ９～11

1836 5/13 24～25

1837 5/20 16～17

1838 5/27 26～28

1827 3/4 17

1828 3/11 6～７

1835 4/29 12～13

1838 5/27 24～25

＜保険窓販情報＞①

1818 1/1 13

1819 1/8 27

1820 1/15 13

【保険窓販実績】

＜保険情報＞①

2023年11月＝アフラック生命

2024年１月＝アフラック生命

＜保険窓販商品の新規取扱状況＞

アイリックコーポレーション　勝本竜二社長

住友生命保険　岩井豊城執行役常務

北陸銀、かんぽ生命、第一フロンティア生命、太陽生命、住友生命

烏山信金、観音寺信金・フコクしんらい生命、ニッセイ・ウェルス生命、ＰＧＦ生命、三井住

友海上プライマリー生命

三井住友銀、東濃信金、広島銀・メットライフ生命、アフラック生命、明治安田生命、日新火

災

【寄稿】 

2023年９月期決算に見る地域銀上位10グループ・行の戦略とその評価

　②個人向け資産運用ビジネス　マリブジャパン　代表取締役　高橋克英

2023年９月期決算に見る地域銀上位10グループ・行の戦略とその評価

　③新規参入ビジネス　マリブジャパン　代表取締役　高橋克英

2023年９月期決算に見る地域銀上位10グループ・行の戦略とその評価

　④地銀再編とアライアンス　マリブジャパン　代表取締役　高橋克英

地域銀行の有価証券運用と格付けの視点（上）

　外債及び円債運用の現状とリスク　日本格付研究所　大石剛　木谷道哉

生命保険会社の「銀行窓販」はどうあるべきか？（下）
　フィッチ・レーティングス・ジャパン　ダイレクターインシュランス　森永輝樹

生命保険会社の「銀行窓販」はどうあるべきか？（上）

　フィッチ・レーティングス・ジャパン　ダイレクターインシュランス　森永輝樹

ＳＯＭＰＯひまわり生命保険　執行役員　金融機関推進部長　高橋重明

金融機関に求められる自然関連の評価と開示
　ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研　主任コンサルタント　三島らすな

中小企業の将来を見据えた事業承継について（下）

　信金中央金庫　地域・中小企業研究所　主任研究員　鉢嶺実

2023年９月期決算に見る地域銀上位10グループ・行の戦略とその評価
　①業績（金利上昇と貸出・有価証券）　マリブジャパン　代表取締役　高橋克英

【インタビュー】 

ホリプロデジタルエンターテインメント　鈴木秀社長

地域銀行の有価証券運用と格付けの視点（下）

　外債及び円債運用の現状とリスク　日本格付研究所　大石剛　木谷道哉
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ニッキンレポート掲載索引 

（2024 年１～６月・第 1818 号～第 1842 号） 

 

号 発行日 頁

＜保険窓販情報＞②

1821 1/22 41

1822 1/29 23

1823 2/5 29

1824 2/12 17

1825 2/19 13

1826 2/26 19

1827 3/4 13

1828 3/11 9

1829 3/18 24

1830 3/25 23

1831 4/1 29

1832 4/8 13

1833 4/15 19

1834 4/22 29

1835 4/29 15

1836 5/13 27

1837 5/20 19

1838 5/27 31

1839 6/3 22

1840 6/10 21

1841 6/17 23

1842 6/24 15

＜『ヒトの輪』＞①　　テーマ・筆者

1818 1/1 12

1819 1/8 11

1820 1/15 12

1821 1/22 20

1822 1/29 22

1823 2/5 28

1824 2/12 16

1825 2/19 12

1826 2/26 18

1827 3/4 12

1828 3/11 8

1829 3/18 21

1830 3/25 22

資　料 ・ 企　画　名

三井住友銀、七十七銀、ニッセイ・ウェルス生命、あいおいニッセイ同和損保、日新火災

大垣共立銀、明治安田生命

北都銀、福島銀

福島銀、福岡銀・十八親和銀・熊本銀、Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命、ニッセイ・ウェルス生命

大東銀、明治安田生命

ＰＧＦ生命、損保ジャパン、Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命、日本生命・大樹生命、第一生命

七十七銀、Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命、三井住友海上あいおい生命、ＰＧＦ生命、第一生命

明治安田生命、三井住友海上プライマリー生命、ＰＧＦ生命

富山第一銀、明治安田生命、マニュライフ生命、ＰＧＦ生命、ＦＷＤ生命

東濃信金、Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命、ＰＧＦ生命、メットライフ生命

企業型ＤＣを通じた地域金融機関と企業のつながりを支援
　ＳＢＩベネフィット・システムズ　社長　松井真治

ＳＢＩ損保、富国生命、ジブラルタ生命、Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命

しずおか焼津信金・フコクしんらい生命、三井住友海上プライマリー生命、東京海上日動、ア
フラック生命

武蔵野銀、三十三銀、太陽生命、三井住友海上プライマリー生命

青木信金・フコクしんらい生命、住友生命、朝日生命

熊本信金・フコクしんらい生命、日本生命

三十三銀、烏山信金・姫路信金・高松信金・フコクしんらい生命、住友生命、Ｔ＆Ｄフィナン

シャル生命

学校への金融経済教育提供時に求められるもの
　大和総研　金融調査部　研究員　瀬戸佑基

北陸銀、福島銀、愛媛銀、Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命、太陽生命

効率化と対話　オフィス　エイ・エイチ　代表　戸田博之

企業不祥事とグループガバナンス・監査役の役割
　実践コーポレートガバナンス研究会　顧問　加藤佳史

ようやく動き出す金融経済教育　保険健全化推進機構結心会　会長　上野直昭

北上信金・フコクしんらい生命、マニュライフ生命、ＰＧＦ生命

武蔵野銀、大光銀、アフラック生命、チューリッヒ生命

保険窓販における「お客様の声」より見えてくるもの

　東京海上日動あんしん生命　金融営業推進部　推進役　竹内正稔

日本少額短期保険協会の三つのビジョン　日本少額短期保険協会　副会長　青木章

窓販加入者の加入商品　ニッセイ基礎研究所　生活研究部　主任研究員　井上智紀

仙台銀、太陽生命

デフレの真の脱却には「ベースアップ」の見直しも不可避
　ＴＧ Ｐａｒｔｎｅｒｓ　代表取締役パートナー　富樫直記

北都銀・荘内銀、千葉興業銀、ＰＧＦ生命、フコクしんらい生命、楽天生命

七十七銀、山形銀、尾西信金・フコクしんらい生命、ニッセイ・ウェルス生命、メディケア生
命

必要なのは「賢い投資家」　カドタ・アンド・カンパニー　社長　門多丈

日本の１人当たりＧＤＰの低迷について

　フィッチ・レーティングス・ジャパン　ダイレクターインシュランス　森永輝樹

生成ＡＩの影響が特に大きい金融業　大和総研　経済調査部　主任研究員　新田尭之

いま求められる世代間の学び合い

　第一生命経済研究所　研究員　福澤涼子

＜保険情報＞②
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ニッキンレポート掲載索引 

（2024 年１～６月・第 1818 号～第 1842 号） 

 

号 発行日 頁

＜『ヒトの輪』＞②　　テーマ・筆者
1832 4/8 12

1833 4/15 18

1834 4/22 28

1835 4/29 14

1836 5/13 26

1837 5/20 18

1838 5/27 30

1839 6/3 21

1840 6/10 20

1841 6/17 22

1842 6/24 14

資料名 調査時点 号 発行日 頁

◇住宅ローン金利  固定金利選択型・キャップ付 2024年１月 1820 1/15 40～42

２月 1824 2/12 48～50

  ３月 1828 3/11 39～41

 ４月 1832 4/8 39～41

 ５月 1836 5/13 33～35

６月 1840 6/10 48～50

◇住宅ローン金利 変動金利型 2024年４月１日 1832 4/8 45

◇住宅ローン金利  フラット20・35・50 融資金利 2024年１月 1820 1/15 43～45

 ２月 1824 2/12 51～53

 ３月 1828 3/11 42～44

 ４月 1832 4/8 42～44

 ５月 1836 5/13 36～38

６月 1840 6/10 51～53

◇金融機関 店舗の開設・ 廃止状況 2023年11月 1818 1/1 37～38

 12月 1821 1/22 26

 2024年１月 1826 2/26 35

２月 1830 3/25 21

３月 1835 4/29 36

４月 1838 5/27 29

５月 1842 6/24 41

◇信金の定積契約高比率ランキング 2023年12月末 1824 2/12 45～47

◇信組の定積契約高比率ランキング 2023年12月末 1825 2/19 34～35

◇信金の定積契約高比率ランキング 2024年３月末 1837 5/20 52～54

◇信組の定積契約高比率ランキング 2024年３月末 1838 5/27 41～42

1819 1/8 45～50

20年後の銀行業界　保険健全化推進機構結心会　会長　上野直昭

窓販加入者の意識面の特徴（１）

　山梨大学　生命環境学域地域社会システム学科　准教授　井上智紀

＜保険情報＞③

キュレーターとファシリテーター　オフィス　エイ・エイチ代表　戸田博之

資　料 ・ 企　画　名

お客さまの真のニーズと課題解決としての商品提案

　東京海上日動あんしん生命　営業推進部　金融営業推進室　課長　中上哲二

地域金融機関との協業から生まれた地方創生に向けたアジャイル型アプローチ

　ＳＢＩトレーサビリティ　代表取締役　輪島智仁

日本の「移民大国化」について

　フィッチ・レーティングス・ジャパン　ダイレクターインシュランス　森永輝樹

日経平均株価指数最高値更新が意味すること

　ＴＧ Ｐａｒｔｎｅｒｓ　代表取締役パートナー　富樫直記

『新たな政策提言を積極的に発信』３つのビジョン実現に向けた集大成の一年へ

　日本少額短期保険協会　会長　花岡裕之

ＡＩがもたらす労働への影響と対処法　第一生命経済研究所　主任研究員　柏村 祐

株主総会前の有価証券報告書開示の動向

　実践コーポレートガバナンス研究会　シニアフェロー　加藤佳史

＜月度・四半期掲載資料＞

◇ニッキンレポート2023年７～12月索引

令和６年金融商品取引法等改正法のポイント

　大和総研　金融調査部　研究員　矢田歌菜絵
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